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ボーリング柱状図
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表土。
植物片、チャート角礫を混入する
。礫径はφ5mm～2cm程度。
基質は有機質である。
含水低く、締まりゆるい。

チャート角礫を主体とする、崖錐
堆積物。
褐色粘土を挟在するが、有機質土
も混入する。
礫径はφ1～5cmで、岩片は堅硬か
つ比較的新鮮。
基質の含水は低く、親指でへこむ
程度の硬さ。
崖錐堆積物。
チャート角礫を混入する。礫径は
φ1～3cmだが、3.8～4.0m間はチ
ャート転石があり、片状コアを呈
する。
基質粘土の含水低く、親指でへこ
む程度の硬さ。
4.55m以深、礫少なくやや硬質な
粘土が分布する。
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